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１４
浜岡原子力発電所の地盤
の安全性を検証する－申
請書を基本にして

越路南行 平成26年3月11日 写し
９３頁
～１００
頁

防波壁 防波壁の脆弱性

防波壁一般部については、液状化による側方流動および
地滑りと砂丘消失の可能性を考慮しておらず、砂丘が液
状化した場合の防波壁の健全性は担保されていないこ
と。
また、下駄状構造により、海水が流入する可能性が高いこ
と。
西側端部については、鋼管矢板を用いた構造であるとこ
ろ、地震動や液状化、それに伴う側方流動発生に対して
は脆弱であること。
西側端部の改良盛土部分についても、地震発生時には、
液状化とそれによる地滑りが生じ、盛土及び砂丘が崩壊し
て、容易に海水が流入することとなること。
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